
地震計振子と増倍率用積木干の連結について

鷺坂 清信*

~ 1.はしがき

矯煙紙上に記象させる地震計では倍率を高めるために挺子がよく使用されるD との挺子を地震計

振子に連結するに色々の方法がある D 例えば大森式地震計で、は叉が使用され，ウイーへJレト地震計

ではスラストアームの各端に践み易い針金と小さい板パネがそれぞれ使用され，またマインカ地震

計ではスラストアームの端がピボツトビ左っていて，この受けとの間をスフ.Yシグで連結してあ

るD

¥我々が長週期の地震計を得ょうとす石場合にはとの連結の方法が存外重要な役割をなすものであ

るo とれについて2本吊1 トン地震計で行った実験と理論を弐に述ぺるo

~ 2.、逗結子に関する試験

二本品1トン地震計の構造の概略を示せば芳1図の如くである。 CGDは芳1横杵で， EHJが

増倍率用の芳2積杵であるo 問題の連結子DEによってこのこつの槙杵は連結されて復令振子をな

し.Jなる描針でその振動が記象されるo
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三ト 1図 2本吊 1トン地震計
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三r2図 a，bは連結子の構造を示す。これは水平振子型になってゐり，小さい霊鍾 m とスラス
トアームの重量から生す=る水平圧力で芳1横手干に連結し， -'手2模杵に対しては図の如く弱いスプリ
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芳 2図連結子

動振動の方程式は
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ングsによって連結される o 芳 2積杵lまPQ，PR

なる細い燐銅線で吊って鉛直軸 H の周りに振動

するo

芳 1図に告いて各債杵の腕の長さを

OD=L， HE=l 

とゐき，角変位を 8，伊とすれば

L8=l伊

なる関係がある，

芳1横1干の蓮動方程式は，芳2債1干を連結した

場合には，

I8十lc18=-FL (1) 

芳2積杵については

J伊十ん伊=Fl (2 ) 

ことに I，J は慣性能率，k1，んは自由振動に

関する常数である oFは連結子を通して相互に作

用するカであるo

( 1)， (2)から復令振子宮/]ちこの地震計の白

。十η28=0 ぐ3)

k1 山一一日
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n'2":::::プで， ~~110 

I=4.7xl090. G. S. J==2.2Xl040. G. S. 

最初に芳1及び三十2慣ネ干の固有週期を夫々ヨたの如く調整して振動させた。

T1=60秒，T2二 20秒、

との場合 (3).式から予期される週期は T=50秒であるが実際に得られたものは T=30秒であ

った。

ヨたに芳:2横杵の吊糸を切って試験した

T{=.60秒 T2=∞，

(3)式から予想される週期 Tニ62秒，実験結果 T=15秒
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最後に連結子の両端に細い針金を使用したが同じ結果であった。

さてこの実験の結果から見て我々の復合振子は (3)式に更に復元力の項を加えた

。+(η2十r;n2)0=0 (3') 

の如きもので、なければ、友ら危いことになる o との r;n20 l主る項が何に原因するか及び乙れを除去す

る手段はどうかを考究するのが本報交の目的である D 乙の復合振子を振動させて各部分に注意して

見るに，連結子のピボヅトとその受けとを接続させるスプリングが振動に応じて週期的に変形して

いるととが認められるo 従って振動の場合この変形がなるべく小さいように連結すれば、復元力が起

'ら友いのではないかと考えられる。そのためには芳3図の如く， 1個のスプリングを比較的動かな

Z 
い芳 1 韻杵に~ぃ位置によぢれのない糸で引

張らせるようにすればよい。との場合連結棒

は軽しかっ小重錘は取除いた方がよいD

いまこの三十2図のように連結して上述の条

件で振動させて見た。

Tiニ 60，T= c'?， 

結果として Tニ35秒が得られた。

立たに芳2模杵を軽く作.!J，慣性能率.T~104

O.Gふとして同じ実験を行った。

E その結果は復令振動の遡期 Tニ.50秒が得

芳 3図連結子 られたロ乙れは芳2横杵の慣性能率が小さい

ととが直接結果するのではたにし慣性能率を小さくすれば、スプリングの張りを弱くすることが出来

るから，振動に際してスプリングの復元力が小さくなるからである o

最後に復令振子の振動が連結子のスプリングにi帰国するかどうかを試験するには次のようにすれ

ばよい。

分 1及び三十2債杵の運動の式は前に記した(1)， ( 2 )式の代りにヨえの(1')， ( 2')式が採用さ

れる

rO十k10=-fL-kh'B ( 1') 

.Tqフ+九θ=-fl-k/伊 (2') 

1cl' ， • k/はスプりングの変形に関係する項であるo 印ち前述の場合の媒介変数なる力 F がこの

場合は λ がに分れることに友るo その復合振動の式は

。十no2B=0
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との no2の値は実際振動させて週期を測定すれは求められるo また

り日(子y
n-= I+J(子Y

なる値は計算から求められるo

に換算出来るo故に連結子につけたf{k態に於いて伊の変化によるスプリングの力を測定するととは

可能で、ある D しかしこの実験はそう簡単ではなしたいして必要でもない。必要でえたいというのは

他にとれとセイムオーダーの復元力を生宇ると考えられるものがないからであるo従ってと Lには

それを試めす実験は行わす=他日の機会にゆヂヲた。

S 3.結論

長週期地震計の増倍率のために挺子を使用する場合にはそれを振子に連続するに次の注意を必要

とする o @/lち振動ρ際に連結子用のスプリング、の変形が存外大きい復元力を生守るものであるか

ら，その変形を出来るだけ小さくするように引張らなければならない。そのためには軽い長いスラ

スドアームを芳~34図の如くすれば、よい，但しスプリングが小さくてスラストアームに接備するよう

な場合はスラストアームの上下向れかの外側にゐけばよい。 t:r.'J:3これはマインカ式やウイーへJレト

式にも通用されると思う。 (1951，V，19) 
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